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2024/25 シーズンに向けたインフルエンザワクチン 

接種に関する考え方とトピックス 

 

 

 2024/25 シーズンにおいてもインフルエンザワクチンの積極的な接種を強く推奨

します 

2023/24 シーズン累積のインフルエンザ推計受診者数は約 1801.9 万人であり、

2018/19 シーズン以降、最も多い推計受診者数でした 1）。一方で、2023/24（令和 5 年）

シーズンはインフルエンザワクチン使用量が 2,432 万本（供給量 3,135 万本）と

2010/11(平成 22 年)シーズン以降最も少ない使用量となり 2）、2024/25 シーズンはより

積極的なインフルエンザワクチン接種が必要と考えられます。 

世界的にも 2023/24 シーズンの成人におけるインフルエンザワクチン接種率は、米国

で前シーズンと比較して 11％減 3）、オーストラリアで 7％減 4）となりましたが、ワクチ

ン効果は米国においては全体で 33～49％3）、日本の小児でも約 50～60％5）、オーストラ

リアでは入院防止率は 68％4）、と比較的良好なデータが示されました。今シーズンも高

齢者、小児、施設の入所者、介護者、そして医療従事者にはインフルエンザワクチンを

接種していただきたいと考えています。 

 わが国では 2024/25 シーズンに向けて、 

   A/Victoria(ビクトリア) /4897/2022(IVR-238)(H1N1)pdm09 

    A/California(カリフォルニア) /122/2022(SAN-022)(H3N2) 

    B/Phuket (プーケット) /3073/2013 (山形系統) 

    B/Austria(オーストリア) /1359417/2021（BVR-26)(ビクトリア系統） 

の使用を決定しました 2）。 

なお、B/山形系統が世界的に検出されていない状況で、WHO は 3 価を推奨する方向を

示し、米国では 2024/25 シーズンは 3価ワクチンのみの使用となる見込みです 6）。しか

しながら、インフルエンザの B 型の流行系統は予想しにくい傾向があります。1990 年

代は B/山形系統が猛威を振るい、B/ビクトリア系統は散発的にしか検出されませんで

した。一方で 2000 年代になって B/ビクトリア系統が再び増加しています 7)。まだ B/山

形系統も散発的にはみられています 8）。わが国でも来シーズン以降の 3価への変更が議

論される予定ですが 9）、今シーズンは現行のワクチン接種をお願いしたいと考えていま

す。 

 

 新規ワクチン（経鼻生ワクチン、高用量不活化ワクチン、mRNA ワクチンなど）への

期待 

小児においては、わが国でも経鼻弱毒生インフルエンザワクチン（LAIV）（商品名フ

ルミスト®点鼻薬）が、わが国でも 2024 年 9 月 26 日に発売されます。適応年齢につい
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ては 2歳から 19 歳未満で、接種回数は 1回の 3 価ワクチンです 10）。 

また、高齢者においては、2023 年 12 月に高用量インフルエンザワクチンの製造販売

承認申請がなされています 11）。 

さらに海外ではmRNA型の新型コロナ・インフルエンザの混合ワクチンの治験がphase 

3 まで進んでいます 12)。 

 

 高病原性鳥インフルエンザの広がりに関する懸念 

2024年には米国で高病原性鳥インフルエンザウイルスH5N1型に罹患した乳牛や労働

者が相次いで報告され、注意が必要です 13）。その他にカンボジアで 13 例、2023 年後半

以降は中国とベトナムでさらなる症例が報告されるなど H5N1 型ウイルスのヒトへの感

染が増え、ウイルスが新たな動物種に広がっている可能性があります 14）。なお、2024 年

7 月 8 日の厚生労働省審議会で、急性呼吸器感染症（ARI）を 5 類感染症とすることが

議論され、今年度中に指定される予定ですので、インフルエンザ様疾患がより広く把握

されることになります 15）。 

 

 抗ウイルス薬の薬剤感受性 

2023/24シーズンにはノイラミニダーゼ阻害薬であるオセルタミビルへの感受性低下

を示す二重変異株 A(H1N1)pdm09 NA/I223V+S247N が世界各国で散発的に発生している

ことが報告されました 16,17）。但し比較的稀で、幸い、ザナミビル、ラニナミビル、ペラ

ミビルなどのオセルタミビル以外のノイラミニダーゼ阻害薬や作用機序の異なるバロ

キサビル マルボキシルに対する感受性は維持されています。 

 

 高齢者や重症化リスク因子を持つ方へは肺炎球菌ワクチンや新型コロナワクチン、

RSV ワクチンの積極的な接種も強く推奨します。 

高齢者やリスク因子を有する方にはインフルエンザ罹患後の続発性細菌性肺炎の予

防も重要です。肺炎球菌が代表的な肺炎の原因菌であり、肺炎球菌ワクチンには 23 価

莢膜多糖体ワクチン（PPSV23）と 13 価結合型ワクチン（PCV13）/15 価結合型ワクチン

(PCV15)の 2 種類がありましたが 18,19）、20 価結合型ワクチン（PCV20:商品名プレベナー

20®）が 2024 年 8 月から販売開始となり、PCV13 から切り替えとなります 20）。PCV20 は

小児では 2024 年 10 月からは定期接種ワクチンとして位置づけられ、成人でも高齢者と

ハイリスク者で薬事承認されました。今後欧米同様の肺炎球菌ワクチン接種スケジュー

ルが可能となります。新型コロナワクチンに関しては、2024 年 3 月 31 日までの予防接

種法に基づく特例臨時接種が終了し、4月 1日からは定期接種 B 類として a)65 歳以上

の者及び b)60～64 歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活

が極度に制限される者等が対象となりました 21）。2024 年 10 月からインフルエンザワク

チン同様に定期接種が本格的に開始となります。さらに、高齢者では Respiratory 
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syncytial ウイルス（RSV）ワクチン接種も推奨されるようになりました 22,23）。それぞ

れ 60 歳以上の成人、もしくは 60 歳以上の成人および母子免疫による新生児及び乳児に

おける RSV を原因とする下気道感染症の予防を対象として、2種類の RSV ワクチンがわ

が国でも使用可能です。 

高齢者では積極的にインフルエンザワクチンと新型コロナワクチンの同時接種も含

めてご考慮ください。 
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利益相反自己申告 
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